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効果を上げるためのチェックポイント

○ 児童が安心してかかわり合うためのルールをつくる 

各学級には集団で生活するための様々なルールがありますが、安心してかかわり合えるた

めには、管理面だけが強くならないようにすることが大切です。例えば、「友達の意見は静か

に聞こう」というルールは、しゃべることを禁じることそのものを目的とするのではなく、

友達の意見を最後まできちんと聞くようにすること、話し手が安心して自分の意見を言える

ような聞き手になることを目的としたルールとして機能しなければなりません。

ルールをつくる過程では、児童が自らの経験等を基に意見を出し合い、どのような聞き手

であってほしいかを考え合っていくことも大切です。

 

○ お互いが分かり合うことの楽しさやうれしさを実感させる 

生徒指導上の問題を抱えている児童の中には、「いくら言っても友達は自分のことを分かっ

てくれない」「友達は僕に反対ばかりするから、友達の意見は聞きたくない」という思いを日々

積み重ねている児童が少なくありません。

そうした児童にとっては、まずはささいなことであっても、「友達に受け止めてもらったり、

みんなで分かり合ったりすると、こんなに楽しい気持ちになれるんだ」と実感できる経験を

充実させることが大切です。また、「考え方は自分と違うけれども、友達はどうしてそう考え

たのかは理解できるよ」という立場も大切にしたいものです。

実践事例②：道徳の時間に互いの感じ方や考え方を受け止める

道徳の時間には、読み物資料の登場人物の立場を借りて、自分の感じ方や考え方を表現させ

ることができます。ある学校では、表現の場を工夫することで、児童が感じたことや考えたこ

とをありのままに表現し合えるようにするとともに、友達の中にはいろいろな感じ方や考え方

があることを理解できるようにしています。

◆ペープサート・役割表現 

主に、低学年の授業で取り

入れている。

児童は、登場人物になりき

って演じることによって、自

分の感じ方や考え方を表現す

ることができる。

また、友達の演技を見なが

ら、同じ場面でも人によって

いろいろな言動があることを

理解することができる。

◆気持ちカード・心情カード 

登場人物の気持ちを考える手だてとして、下学年では、

喜・怒・哀の表情

を表す「気持ちカ

ード」を持たせて

いる。

上学年では、「心情カード」

を使っている。言うべきか、

黙っておくべきかなど、判断

に迷う２つの気持ちについて

２色の割合で表現させている。
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実践事例②：よりよい関係の合い言葉を詩にして掲げる

ある学校では、よりよい人間関係づくりのために、「学び合い」「助け合い」「分かち合い」「支

え合い」「高め合い」の五つの合い言葉を決め、望ましい言葉かけができるようにしています。

この取組の中で、５年生は、みんなで考えて「五つの合い言葉」という詩を作りました。 

学校生活には、困ったり失敗したりして、友達にどんな言葉でかかわればよいか迷う場面が

あります。そんな場面でも、この詩を基に考えることで、お互いの思いや願いをうまく伝え合

えるようになってきています。そして、うまく伝え合えることを実感した児童の中には、他の

場面ではどんな言葉で伝えるのがよいかを考える子も見受けられます。

効果を上げるためのチェックポイント

○ 教職員が感性や情緒をはぐくむコミュニケーションのモデルとなる 

児童のかかわりを温かいコミュニケーションにするために、教師がモデルとなって積極的

に温かいコミュニケーションを図ることが大切です。「寒いよ」と訴えれば、「寒いね」と返

してくれる、傾聴と共感を大切にした教職員の姿勢が、ストレスを抱える児童に「話してよ

かった」という気持ちを持たせます。

○ 実際のコミュニケーションを通して鍛える 

国語科等で学習したり、学級活動等で約束し合ったりした表現の仕方について、児童が日

ごろの生活場面で使ってみる、そして、使っていくうちにうまくなっていくという過程がひ

大切です。「こんなときは丁寧な言葉で話すといいんだな」「実物を見せたり図表を示したり

するとよく伝わるんだな」「資料や相手の言葉を引用するとすれ違いが防げるんだな」と思え

る経験が、児童の学校生活の中にたくさん生まれるようにしたいものです。 
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